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　アローナは、国境に程近い街だ。

　その街は、元々この土地を治めていた領主の名を戴いてアローナとつけられた。

　隣国の侵攻を防ぐ砦であり、防衛の要として機能していた精鋭の騎士団駐屯の地であったが、停戦・和平条約が締結され、両国の王族の婚姻を機に友好な関係を築けている現在、それもすっかり過去のこととなっている。

　街道が敷かれ、出国する者や帰国した者、もしくは隣国からの商人や旅人が最初に訪れる街であるこの土地に、いつしか人が集まり、街を形成した。

　今では国境警備、近隣の山や森林に生息する大型害獣の駆除や盗賊団などの討伐、そして街や街道の治安維持が騎士団の主な仕事であり、どちらかといえば閑職と取られがちな任地ではあった。

　それでも、小高い丘の上に建てられた堅牢な石造りの砦は物見の塔を四方に配置し、兵舎、広い鍛錬場や馬場などを城壁で取り囲んでおり、騎士たちは有事に備えて日々己が腕を鍛えていた。

　砦に駐屯する第十騎士団は、団長一名、副団長二名を筆頭に、一部隊七十人、三部隊編成から成る。上級将官は最低五年、下士官は三年の任期だが、望めば留まることもできる。現在の団長と副団長の一人は既に十年アローナに駐在している。団長は妻子を王都から呼び寄せ、副団長はこの地の女性を妻に迎えたため、当分ここに留まるだろうと言われていた。

　国境のため王都までは馬車でも片道一週間はかかるド田舎のアローナは、大きな街道沿いであってもそれほどたいした娯楽施設もないので、若い騎士にはあまり人気がない。それでも留まることを望む者がいるのは理由があった。

　収穫祭である。

　アローナは軍施設の傍であるために、いざという時のために自給自足ができるようにと、時の領主より農地の開墾が奨励され、街道筋の街と比べても専業もしくは兼業で農業に従事する者が半数近くとかなり多めの比率を占めていた。

　よって、秋に行われる収穫祭は盛大だ。

　三日間ぶっ通しで行われる収穫祭は、それ目当ての観光客や行商人も訪れる、この近隣では結構大きな祭りとして有名だ。普段は居酒屋や食堂のみだが、この時期だけ宿屋も兼ねる店が増えるほど外からの客が集まるし、行商人も多い。

　年に一度の大きな祭りは、地元の住人だけでなく、駐屯している若い騎士たちにも楽しみなイベントで、三日間なのは三交代の騎士たちが一日は祭りを楽しめるよう配慮しているのだと言われているくらいだ。

　そして、この祭りにはもう一つの意味がある。

　嫁取りの祭りだ。

　宵夜の鐘の後の時間は、宵祭りと呼ばれ、十八歳の成人にならないと参加が許されない。

　当初、子供を寝かしつけたあとの大人の祭りというだけだった宵祭りは、次第に形を変え、やがて結婚を意識した出逢いの場となった。

　だから未婚の若い男女の参加率が異様に高い。

　片想いの者はこの日に告白をし、交際している者も求婚して、受け入れられれば一生仲睦まじく暮らしていけるというお約束の言い伝えは、この土地の者には子供の頃からある種の憧れのようなものとして、半ば笑いながら、半ば本気で受け入れられている。

　一生睦まじくなんてそんなウマい話があるワケないだろう、ウチの父ちゃんと母ちゃんそれで結婚したけど喧嘩ばっかりだ、などという定番の文句は当然ある。だがそれでもその風習が延々と受け継がれているのは、やはりこの祭りで実際に結婚して、なんだかんだ言っても離婚することもなく、生涯を共にする夫婦がとても多いからだろう。

　祭りに参加する未婚男性は一輪の花を持ち、女性は手首に刺繍糸などで編んだフィタと呼ばれる腕輪をつけることで未婚を表すと同時に想い人がいることを示す。

　どちらから申し込んでもいいが、男性からの場合は花を、女性からの場合は揃いのフィタを差し出し、告白を受けるのならばそれを受け取るというのがお約束だ。

　想いが叶った時点で揃いのフィタをつけて婚約の証とし、結婚の時にフィタを切って代わりに揃いの金属の腕輪をつける。

　そんな風習に憧れる女性は多く、だから男性もそれを叶えるため祭りに参加するのだ。

　そして、祭りは砦に駐屯する騎士たちも参加する。

　治安警備の任務としてだけではなく、もちろん未婚の男性としてだ。

　王都に帰る前提でこの地に来ている騎士たちだが、アローナの女性と結ばれる者は結構いる。

　日々の街中哨戒や休日の外出などで女性と出逢う機会は意外に多い。都会出身で洗練された垢抜けた男性、その上強くて頼り甲斐があるというイメージの騎士は、田舎の娘たちが憧れ恋心を持ってもなんら不思議な存在ではなかった。

　そして王都にいるような派手な女性でなく、素朴な女性を好む男にはアローナの女性は好かれる傾向にある。祭りで結ばれる騎士と街の娘は毎年何人もいた。

　この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。

　昔は騎士の中にも欲望のままに安易に女性に手を出す不埒者もいて、手を出された女性の親が騎士団長に責任を取って結婚するよう抗議する事例が何度もあった。当の騎士に詰め寄って遊びだったと拒否された結果、自殺を図る女性まで出たことで、由々しき事態と捉えた団長が厳しい綱紀粛正を図り、それ以来そのような事態は一掃されているという。

　風習は根強く残っており、現在も女性は結婚するまでは処女でいることが尊ばれ、婚前交渉があったとしても結婚を決めた相手にしか身体を許さないとされていた。

　そして近頃は、彼女たちの純潔は宵祭りの夜、数多く散らされていた。

　気持ちを確かめ結婚を決めた男と女は、互いを身も心も求め合うものだから。
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　アローナの街に日が落ちて少し経った頃、通りを走る小柄な女性がいた。

　頭の上でまとめてひっつめた栗色の髪が、一日の仕事のせいで少しほつれて乱れているのも気付かない。ちょっとふくよかな身体の割には踵の低い靴で身軽に走っている。その姿に色気は皆無だ。

　ずり落ちそうになる洒落っ気のない黒縁眼鏡を押さえながら、彼女はもう閉まるであろう馴染みの店への道を急ぐ。ほんの数分の距離ではあるが、自分の現在の家である寮までの道とは反対方向にあるその店へ仕事帰りに通うのが最近の彼女の日課だ。

　角を曲がると見えるその店の前で、白いコック服を着た男性が出していた立て看板を仕舞おうと道に出ていた。彼女が声を上げた。

「カイトさーん！」

　呼ばれてすぐ気付いたらしいその男性がカオを上げ、彼女の姿を見つけて微笑んでくれた。

「ああ、ステラさん、おかえりなさい。今日はもうおいでにならないかと思ってました」

「ただいま！　もうお店閉まっちゃいました？」

「いいえ、これから閉めるところなんでセーフですよ。どうぞ」

「良かった、助かった！」

　ほっとして口走った台詞にカイトが笑う。

「なんです、助かったって」

「だって、パンが買えなかったら明日の朝食は卵料理とソーセージだけだったから」

「それは間に合って良かった。でも、別に一日で食べられなくなるわけじゃないんだから、丸パンとか少し余分に買ってくださっても大丈夫ですよ？」

「だって、それじゃあ『今日のお総菜パン』を逃しちゃうじゃないですか。私すごく楽しみにしてるのに」

「それはありがとうございます」

　親しげに話しながら二人は店の中へと入っていく。

　両壁の二段の商品棚と店の中央に置いた大きめのテーブル、横長のカウンターと、さして広くはないシンプルなつくりのこの店は先程の会話の通りのパン屋だ。

　閉店間際だけあって棚には空の籠が積まれ、テーブルに寄せ集められた残りのものもいくつもなかった。いつもはあと一時間、遅くてもあと三十分は早いので、もう少し選べる余地があるのだが。

「ああー、やっぱりお総菜パンはもう残ってないんですねえ。残念」

『今日のお総菜パン』は、今日の夕食や明朝用にと夕方に提供される日替わりのもので、店主であり制作者のカイトの気分で内容が変わる。遅めに出されるためにそう数は多くないが、大抵は売り切れてしまう人気商品だ。

　しゅんと肩を落とすステラだが、ないものはしょうがない。残り物のパンを買い物用の小籠に集めようとしたら、カウンターに入ったカイトがトレイに載せたパンを出してくれた。

「ひとつ、残しておきました」

　見れば、細長いロールパンに切れ目を入れて甘辛いソースを絡めた鶏肉と野菜を一緒に挟んだサンドイッチだった。ステラは目を輝かせる。

「わ！　それ私の好きなヤツ！　え、残しておいてくれたんですか？　私いただいていいの？」

「はい、もちろん。ステラさんが喜ぶかなーって思って。他のお客さんには内緒ですよ」

　誰も他にはいないのに、しーっと立てた指を唇に当ててカイトが微笑む。それに乗って口元を掌で隠したステラがうなずくと、にっこりと笑みを返すカイトがパンを包んでくれた。

　慌てて残ったパンの中から小さめのものをあと三個選んで包んでもらう。

「はい、今日もありがとうございました」

「こちらこそ、いつも美味しいパンをありがとうございます。ほんっとにカイトさんのパン、私大好きなんです」

「そう言っていただけるとお世辞でも嬉しいです。パン屋冥利に尽きますね」

「お世辞なんかじゃないです。だって私、このところカイトさんのパンしか食べてませんもん」

　代金を支払うとパンの入った紙袋を手渡してくれる。

「ところで今日はちょっと遅かったんですね。仕事、忙しいんですか？」

「あー、まあそうですね、もう少しでお祭りですから、役場はどうしても」

　あははー、と困ったように笑うと、カイトの笑みが少し心配そうに曇る。

「これからも遅くなりそうなんですか？　帰り、ひとりで平気ですか？」

「毎年のことですし大丈夫ですよ。寮はここからもそう遠くないし、ちゃんと大通り通って帰りますし、これ以上遅くなることはたぶんないんで」

　笑って答えるが、カイトは更に気遣ってくれる。

「でも、これから居酒屋が元気になる時間ですよ。暗くなってからの女性の一人歩きは良くない」

「私なんかが身の危険感じることなんかありませんよ。平気平気」

　ちょっと自虐的なコトを笑って言うと、カイトがわずかに眉根を寄せた。

「なに言ってるんです。ステラさんはどこから見ても可愛い女性ですよ。そういう無防備なコト言っていて万が一のことがあったらどうします」

「えええ、いや、その、大丈夫ですってば、ええ」

　明らかに動揺しつつ、それでもステラは無理矢理笑った。

「じゃ、今日はこれで。閉店間際にごめんなさい、ありがとうございました」

「送りましょうか？」

「え、いいですよ、まだ閉店のお片付けがあるんでしょう？」

「ええ、それはまあ、でも心配ですし。なんなら大通りまででも」

「大丈夫ですよ。お気持ちだけいただいておきますね。じゃあ」

　パンの袋を抱えてステラはドアへと向かう。

　わざわざカウンターから出てきたカイトが先にドアを開けてくれたので礼を言いながら店を出た。

「また明日来ますね。チキンサンド、ありがとうございました」

「いえ、またおいでください。くれぐれも気をつけて」

　まだ若干心配そうに見送ってくれるカイトにうなずくと少し歩いてから、ステラはちょっと名残惜しそうに一度止まって振り返り、まだいてくれたカイトに手を振って今度こそ歩きだした。

　職場を通り越し、現在の家である寮まで帰り着く。役場の女子寮として用意されているこの集合住宅に住んでいるのは、今はステラだけだ。

　大切にパンの袋を食卓に置いてから、ステラはようやく息を吐いた。

「……ああーっ、今日もカイトさん格好良かったぁ……！」

　にやけるカオを隠しもせず、ステラは握り拳でつぶやく。

「チキンサンド、取っといてくれるなんて、なんて優しいの。私の好み、覚えててくれたなんて嬉しいよお。ああもう、あの笑顔だけで明日も一日乗り切れる……！」

　ひとりで悶えながら、ステラはベッドの上で転がった。

　しーっと口元に立てた指を当ててカイトが微笑んでくれた時は、あまりの素敵さに思わずヘンな声が出そうになって慌てて口元を隠した。

　彼に出逢ったのは忘れもしない十ヵ月前。

　同僚のサミーが新しいパン屋ができたから一緒に行かないかと誘ってくれた。

　実家が小麦農家で母がよく焼いていたせいもあり、パンは好きだ。せっかく誘ってくれたのだからと、昼休みに食事の調達がてら出向いたのが『ポラール』だった。

　こぢんまりとしたつくりの店のドアをくぐると、香ばしい焼き立てのパンの香りが立ち込めていて、その日に限って寝坊して朝食を抜いていたせいでがっつり刺激された空っぽのおなかが盛大に鳴った。

　食欲ありすぎとサミーに大笑いされ真っ赤になったステラの前に、小さく切ったパンの籠が差し出された。見上げてみれば、そこにいたのがカイトだった。

「おなかが鳴るのは健康な証拠ですよ。よろしければ試食をどうぞ。お気に召したら嬉しいのですが」

　その優しい笑みに、ステラは一発で心をぶち抜かれた。

　取り立てて人目を惹くほどの美形というわけではないが、笑うと元々細めの目が糸目になる。その笑顔が優しくてとても好きだと思った。柔らかい物腰と言葉遣いも好みだ。

　なんでも、修行先の師匠の『女性客を相手にするのが多い職種だから言動は常に紳士的に』という主義の下、十年以上もそれを徹底されていたために普段からこういった言動が染みついていて、仕事外でも言葉遣いが丁寧になったらしい。

　それ以降、ステラはほとんど毎日『ポラール』に通っている。

　カイトに逢いたいからというだけでなく、元々それほど他人様のつくってくれたものの味に文句は言わないステラだが、彼のつくるパンはステラの好みにとても合ったからだ。

　どのパンも硬すぎず甘すぎず、バターとミルクの風味がふんわりと効いている。

　総菜パンもいくつも種類があって、定番の他にもたびたび新しいものが増えたり具の組み合わせが替わったりと、飽きさせない工夫がされているのも良い。

　食事の主食だけでなく、お菓子感覚で食べられる軽いものまで最近は増えて、選ぶのに迷うコト必至のカイトのパンは、今ではすっかりステラの好物の一位に君臨している。

　彼のこげ茶の髪はパンの一番美味しそうに見える焼き色と同じくらいの色合いで、以前そう言ったら声を上げて笑われた。

　いつも優しい笑みで迎えてくれるカイトのことを、この一年に満たない月日のうちにすっかり好きになってしまっているステラだが、それでもその気持ちを告白する気はなかった。

　野暮ったい自分のコトを彼が好きになってくれるなんて思ってもいなかったから。

　化粧っけの薄い顔は地味で美人とは言えないと思うし、不細工とまでは言わずともせいぜい十人並み。髪は胸の辺りまであるがくせっ毛で、扱いが面倒でついひとまとめにして丸めてしまう。

　せめて清潔感だけはと身綺麗にはしているが、とにかく洒落っ気というものがないのだ。

　女性らしさを出すのがなんだか気恥ずかしくて、つい可愛い系の服を避けてしまいがちなので、結果として色ものの無地か、仕事着として使っている白いブラウスくらいしか服の選択肢がない。

　黒縁眼鏡のせいで冴えない容貌がますます野暮ったく見えるが、掛けないと見えない。せめてもうちょっとお洒落な眼鏡にすればとサミーに言われているが、お洒落な眼鏡ってどんなのか判らない。

　ただでさえ童顔で色気もないのに今更可愛い格好もない。

　だって、もう二十六歳なのだ。

　下手をすれば十八か十九くらいで結婚する子もいるアローナで、二十六なんて嫁き遅れもいいところだ。ちなみにサミーは既婚三年目で女の子が一人いる。同期としては少々肩身が狭い。

　そして、以前それとなく訊いたカイトの年齢は二十五、そう、一つ年下！

　望み薄としか思えない。

　あと一週間ほどで今年も街を挙げての祭りが開催される。その宵祭りのせいもあって若者の成婚率の高いアローナで、ステラの年まで独り者の女性はかなり少ない。

　王都から来た砦に駐屯する騎士たちがいるため街の人り口としては男性比率が高い。街の男たち曰く『騎士が可愛い子を掻っ攫っていく』せいで、女性は選り好みさえしなければ結婚相手にそれほど困ることはない。

　女性は結婚するのが当然で、三十代でも独り者の女性は若くして未亡人になったかナニかの訳アリだと見られる。所詮田舎などそんなものだ。

　ステラが訳アリの女と言われるまであと数年、本人はそれほど焦っているわけではないが、離れて暮らしている親からの圧力はすごい。そろそろ本格的に断れない結婚相手を押し付けられそうで、マズイとは思っているがさりとて片想いが成就するとも思えず。

　日々募るカイトへの想いを抱えながら、今夜もステラは彼のつくったパンを大切に食べるのであった。
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　町役場の一室、開けっ放しのドアをノックして、返事も待たずに中に入ったサミーは、いつものように声をかける。

「ステラぁ、ごめん、追加！」

　ステラのいる机の左右にはもうひとつずつ机が置いてある。左側の机には箱が二つ並べて置いてあって、先に置いてあった書類の入った箱をステラの側にやり、空の箱に追加の書類を入れる。持ってきた順に処理するために決めたルールだ。

「そこ置いといて。あ、そっちのは終わったから持ってって」

「はーい、って、あれ、これ昼前にお願いしたヤツじゃない。相変わらず早っ」

「急いでって言ってたから先に」

「ありがと、助かった！」

　一方で、左側と同じようにステラの机の右横に置いた机の箱の中には計算の終わった書類が積まれていた。未処理と処理済みを判りやすく仕訳けたことで仕事の早いステラの手元が混乱しなくなるための効率の良い方法だ。計算の終わった書類は、頼みに来た者が帰りに持って帰ってそれぞれの部署に配達してくれるのもルールのひとつだ。自分が持ってきた書類よりも多い書類や綴本を抱え直してサミーが礼を言う。

「どー致しましてー」

　目線すら寄越さずひたすら書類とにらめっこしているステラは、現在計算中だ。そしておもむろに数字を書き込んでカオを上げると、その書類をまだそこにいたサミーに差し出した。

「これもまわしといて」

「りょーかーい。毎度思うけど、ホントすごいわぁ」

　感心しきりといった様子で溜め息をつくサミーに、ステラは苦笑する。

「これしか能がないからね」

「なに言ってるのよ、この能があったら他は要らないわよ」

　ステラは計算係だ。

　正確にはそんな係はなく正式な所属は税務課だが、税務だけでなく給料勘定から机上の予算案までありとあらゆる計算をこなす数字の専門家といっていい。

　なにしろ、計算がとにかく速い。それもすべて暗算だ。

　計算尺を使う一般職員より暗算のステラの方が速くて正確だというのだから、役場のどの部署からも計算書類をお願いされる。そしてそれをステラも断らないものだから、余計に書類が増えていく。そしてそれをまたどんどん捌いていき、あまり待たせないものだから更に依頼が増えていく、というある種の悪循環だ。

　ここ数年は祭り後の経費収支などの整理の手伝いをとうとう砦にまで名指しで呼ばれるようになってしまった。

　脳筋ばかりではないにせよ、数字に強い騎士はそれほど多くない。そのため、毎年祭りが終わった後には収支計算を手伝うべく役場から臨時で何人かが遣わされていた。そしてステラが初めて手伝いに行った年に、彼女の働きで前年までの半分以下の時間で片付いた。その事実に財務上の最高責任者である副団長が感動して、そのまま砦の会計係になってもらえないかと拝まれた。だがステラが返事をする前に役場の所長が断ってしまい、この時季だけ貸し出すことで本人の知らないうちに話がついていた。

　だから現在のステラの肩書きはあらゆる意味で、計算係が正しい。

　ステラは子供の頃から計算が好きだった。

　計算すればきちんと答えが出る、それが気持ち良くて楽しい。

　数字が二つあれば、それを足したり引いたり掛けたり割ったりする。すると元の数字が変わっていく、それがなにより楽しくて、ひとりで延々とそうしていることが多い幼少期だった。

　三つ上の兄や近所の子たちと遊ぶのも嫌いではなかったが、数字を弄りまわしている方が楽しかった。

　初等学校でも、算術の成績だけは常に満点でトップだった。算術だけは兄の宿題でも平気でこなし、あっという間に追い越して教える側にまわった。

　喜んだ算術の教師が彼女に更に上の勉強を特別に教えてくれた。その出来をもったいなく思って両親を説得し、中等学校に進学を勧めてくれたおかげで、もっと高等な数学を習えた。他の教科はともかく数学は本当に楽しかった。

　だが、数学という学問を究めたところで食えるわけではない。仕事でもずっと計算していたいと思ったステラが選んだのは財務会計の仕事だった。

　専門性が高い職種なので、アローナを離れてここから一番近い都であるダレスで一年間勉強した。首席で卒業した上で国政に関われるレベルでの資格まで手に入れた。

　本来ならこのまま王城や砦の主計局など、重要な施設に勤めることもできたかもしれない。いや、この成績なら普通の進路はそうだ。だがステラはそうしなかった。

　出来が良すぎたことへのやっかみから同級の男たちに随分嫌味を言われ嫌がらせを受けたのだ。

　彼らは大抵裕福な商家の跡取りや貴族の次男三男が多く、野暮ったい田舎の農家の娘に負けるなどプライドが許さなかったらしい。

　いじめれば成績がどうにかなるものでもないのに、彼らは事あるごとにステラを田舎臭い小娘とバカにし、男より頭の良い頭でっかちの女は嫁の貰い手なんかないと揶揄した。

　そして親や親族などの伝手で、王城や主だった砦、大きな都の主計局などのいわゆる『良い職場』への就職を果たした彼らと同じところに行くだけの気力はステラにはなかった。

　王城への紹介状を書くとまで言われ、教師にはものすごく惜しまれたが、一番嫌味を言った男と同じ職場になるのはイヤすぎて断った。

　結局ステラは地元であるアローナに戻り、役場に就職した。アローナの行政すべてを統括する公的機関だが、名前としては町役場だ。

　アローナは国境の街として普段から活気があり税収も多い。大きな都市以外の地域では税務も銀行業務も役場が兼業でこなすので実はかなり忙しい。ステラにはうってつけだった。

　おそらく望めばアローナの砦の会計係になれていたかもしれないし、実際その資格も能力も有していたが、あそこはあそこで女性がいない、ほぼ騎士、男性だけの職場だ。同僚の女性が誰もいないのは寂しいし、どんなに野暮ったい小娘だってさすがにその状況で身の危険を感じないわけにはいかないので、初めから選択肢にはなかった。

　能力からいったら王城勤めもできた女性を受け入れた役場は、諸手を挙げて大歓迎してくれた。

　なにしろ地元の子の凱旋に近い感覚で、外で勉強してきた娘を妙な偏見なく受け入れてくれた役場の面々は、計算業務をステラにがっつり頼った。

　おかげでステラは日々楽しく計算しまくっている。実にやり甲斐ある職場だ。

　数字については有能すぎるほどに有能なステラだが、それ以外では野暮ったくて男性に奥手で意外とポンコツだと認定された。そのせいで、親しみを覚えられて却ってみんなに可愛がられている。

　役場の方からは、ステラが結婚して退職されるのはものすごく困るので、もし結婚してもいてくれることを重々お願いされている。

　そんな大切に思われている所員なら普通は誰かが結婚相手くらい紹介してくれそうなものだが、積極的に誰も結婚を勧めてくれない。結婚後も役場勤めが続けられれば良いが、相手が商売をしていたら家の仕事を手伝えと言われるのは当然で、そうなればそのまま役場の仕事を続けるのは難しいだろうからだ。

　すっかりステラの存在に頼り切ってしまっている役場の者たちには、今更彼女がいない前に戻って自分たちで計算するのはイヤだと正直に言われたこともある。ステラにしてみたら、いやソレ正直すぎるだろとは思うが、それが現状だ。

　そんな日々を過ごして数年が経ち、気付けばすっかり嫁に行き損ねていた。

　ダレスでの一年で男性に苦手意識ができているステラは、このまま数字と結婚するのもいいか、などと大概なことを考えもしたが、好きな人ができた今、さすがにそういう発想は引っ込んでいる。

　ただ、もしカイトに振られたらその境地に戻らないとも限らないのではと、彼女の気持ちを知っているサミーとしてはちょっと心配しているところだ。










「ねえ、ステラ、お祭りにカイトさん誘わないの？」

　部屋を出る前にサミーが不意に訊いた。ステラの手が止まる。

「……だって、無理だもの」

「そんなのわかんないじゃない。ステラのこと、結構気にかけててくれるんでしょ。全然脈なしだとは思わないけどな」

「常連さんに優しいだけだよ。別に私だけじゃないよ、きっと」

「だから、そんなのわかんないじゃない。別に恋人とか好きな人がいるとか本人に訊いたわけじゃないんでしょ？」

「そりゃそうだけど」

「じゃあ訊いてみれば？」

「訊けるわけないじゃない、そんなこと」

　カオを上げたステラはちょっと泣きそうになっている。

「世の中若くて可愛い子がいっぱいいるのに、こんな地味な年上を好きになってくれるわけない」

「ウチの旦那も年下だけど？」

「サミーは綺麗じゃない」

「あんただってちゃんと磨けば変わると思うけど？　それを試しもしないでひとりでうだうだ言ってたって、ナニが変わるってのよ」

「……っ、それは……そうだけど……」

　目に見えてしょげたステラに、サミーは畳みかける。

「カイトさんを他の女に取られてもいいわけ？」

「それは…………………………………………ヤだ」

　ものすごく躊躇いながら、それでも微かに告げられた答えに、サミーは微笑んだ。

「よし。そこでしょうがないとか言い出したらこのまま見捨てるとこだったよ」

「サミいぃぃー」

　机の前まで戻ってきたサミーは、泣きそうなステラのアタマをよしよしと撫でて、ぴっと指を立てた。

「よし、ステラ、今日は定時で上がんなさい。服見に行くよ。あんた相変わらずまともなのろくに持ってないでしょ。あとアクセサリーと化粧品。ああ、銀行局行ってちょっと多めにお金用意しときなさいよ。この機会に何枚か買えばいいわ。いざという時のデート服くらい用意しときなさい」

「え、で、でーとふく!?　そんな、まだ要るかも……はい」

　狼狽えつつ言いかけたが、サミーに睨みつけられ思わず黙る。

　サミーは彼女が結婚するまで寮では隣同士の部屋で暮らした仲で、ステラの持ち物事情もお財布事情もよく知っていた。ステラは食事と生活費以外はろくに給料を使っていない。そして役場の仕事は女子でも割と給料が良い。だから引き出さずに放置しているうちに結構な金額が貯まっている。

　ちょっと上等な可愛い服を何枚か買ったって、今まで買わなかった分全然問題ないというくらいには懐に余裕があるはずだ。

　こうして、頼もしい友人に連れられてステラは服を買いに行った。それに合わせた髪をまとめるシュシュや靴、化粧品、おまけに下着までも。

　ひらひらと可愛らしいレースの下着など恥ずかしいからいいと断ったが、じゃあもし上手いコト行っていざ服脱がされた時、いつもの飾りの一つもついてない穿き古した綿のパンツを見られてもいいと？　と真顔で言われて止む無く承知した。

　ステラは幸いきちんと手入れだけはしていたために意外や肌が綺麗だ。しかしそもそも香水や化粧品の匂いが嫌いなのであまり化粧品自体を持っていない。結局今あるものといくつか買い足した無香料の化粧品などで、少し華やかに見えるようなメイクを店のお姉さんに教えてもらった。

　くせっ毛の髪も、サミーとお姉さんによってアレンジされた。初めに教えられたものは、確かに可愛いが自分ではできないと泣きついて、練習すればなんとかできるようになるに違いない、という程度まで難易度を下げてもらった。でもそのうち難しい方もできるようになりたいと言うと、向上心や良し、と褒められた。

　鏡を覗けば綺麗に装った自分が照れくさくてしょうがないが、それでカイトに振り向いてもらえるのならと、やっとちょっとだけやる気を出したステラである。

　今までは気恥ずかしさ故の怠惰だっただけだが、やる気になっただけマシだと言えた。

「よしよし、予想以上に可愛くなったじゃない。これならカイトさんもイチコロよ」

　満足げにうなずくサミーだが、ステラはどこか不安げだ。

「えええ、ホントにぃ……？」

「あら、落としたい男性がいるんですか？　じゃあ張り切らないと！」

「でしょ。この子、やっと今年のお祭りでがんばる気になったのよ」

「おお、それなら余計に気合いを入れないと！　勝利報告を期待してますね！」

　お祭りと言ったせいか、やたらとノリノリで応援してくれる店員さんに愛想笑いを浮かべるステラである。

　何度も可愛いカワイイとサミーと店のお姉さんに褒めてもらったが、しかし、カイトに可愛いと思ってもらえるかは判らない。そしてそもそも可愛くなったとしてもカイトに振り向いてもらえるかどうかも判らない。

　それでも、なにもせず下を向いているうちに知らない女に掻っ攫われたとしても、それで失恋したと泣くのはなにか違う気がしたのだ。

「これなら絶対大丈夫！」

　とうとう動く決断をしたステラを、サミーと店のお姉さんが何度も鼓舞してくれる。

　大丈夫、大丈夫、と自分でも呪文のように唱えながら、ステラは、カイトの好みに少しでも近づいているといいな、と少し綺麗になった自分のカオを見つめた。
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　さて、祭りの日である。

　役場は、一日目は金曜、平日で通常の仕事だった。二日目は土曜で、ごく一部の部署のみ稼働しているが、その日の当番に運悪くステラが嵌まっていた。出勤当番は部署関係なくまわってくるが、さすがに祭りの日に出勤したがる者はいなくて、遊ぶ相手もいないからいいですよー、と言っていたからしょうがない。ステラがカイトのことでがんばろうと思う前に決まっていたのだから。

　だから、決戦はステラの唯一の休日である三日目だ。

　意外に利用者が来ないのを安堵しながら、前日までに持ち込まれていた計算仕事をこなすことで時間を消費し、午前の業務を終える。

　役場は中央広場に近く、昨日から出ている屋台も多いから昼食の調達には事欠かない。だが、せめて敵情視察をするつもりでお昼休みにカイトのパン屋を覗きに行った。

　祭りだからか、どうやらいつもとメニューが違うらしい。

　軒先の庇の下に布製の屋根を出して、屋台のかたちで店の前にテーブルを置いて商品の籠が並べてある。ひと休みしてパンを食べられるようにという配慮だろうか、三人程度が座れる長さのベンチもあった。

　屋台の向こうには、日頃忙しい時間だけ売り子をお願いしているステラとも顔見知りの近所のおばちゃんが立っていた。

「あれ？　今日はお店の中はやってないの？」

「あら、ステラちゃん。無いことないけど、今日は特別メニューなのよー」

　籠の中を見れば、お祭り用なのか、普段見たことのないサンドイッチやデザート系のパンが並んでいる。

　ドアが開けっ放しの店の中を覗くと、棚に馴染みのいろんな種類のパンはなく、中央のテーブルにバケットや丸パンなどのスタンダードなものが置いてあるが、総菜パンなどはない。

　普段つくらないものの用意は手間がかかるらしく、特別メニューが出ている間はレギュラーのパンの種類を減らしているらしい。

「……明日の朝のパン、今買っといた方がいいのかな」

　帰りに来たらなくなっていそうだと不安を覚えてつぶやく。すると奥からトレイを持ったカイトが出てきてステラに気付いた。

「あ、ステラさん、いらっしゃいませ。って、あれ？　仕事着ですね、もしかして今日もお仕事ですか？」

「ああ、カイトさん、こんにちは。そうなんです、今日は運悪くお当番で」

「ああ、それはご苦労様です。お役所も大変ですね」

「そうなんですよー。でも、ご家族のある人はやっぱりお祭りの日にお休みが欲しいでしょうからしょうがないんですけどね。その点、私は取り立てて用事や約束があるわけではないので」

「ああ、なるほど、でもお友達と遊びに行ったりは？」

「この年になると、友達はみんな家庭持ちで、遊んでくれる人はいません」

「……あー、失礼しました」

　申し訳なさそうに詫びられて、ちょっと苦笑いを浮かべる。

　では恋人は？　と訊かないことがカイトの優しさだと思っていいだろうか。

「では、宵祭りにも行かれないんですか？」

「晩ごはん食べに行くくらいですかねー。お酒もほとんど呑まないので、なにかちょっと食べて、おやつに焼き菓子かなにか買って、すぐ帰っちゃいます。カップルが羨ましいけど腹立つので」

　どうせ居座ってたって誰かに誘われることなんて皆無だ。酒を呑むわけでもなければ独り者の女が長居する理由などない。

　言い方がおもしろかったらしく、くすくすと笑うカイトに、ステラは平静を装って訊いてみた。

「カイトさんは？　昼間はお仕事が忙しいでしょうけど、宵祭りぐらい行けないんですか？」

「そうですね、たぶん今年はステラさんとほぼ同じですかね。昨年までは、最終日に修行先のパン屋の同僚たちと一緒に出かけて酒呑んで、そのまま帰って次の日の昼まで寝てる、みたいな感じで。大抵次の日休みだったんで」

「え、ちょっとイメージ湧かないですねー。カイトさんが酔っ払って昼まで寝てる図って」

　びっくりして目を丸くすると、カイトは照れたように笑う。

「あんまり強くないのに先輩に呑まされて潰れてたんですよ。今年は同僚もいないので、そんなに呑む気はありません」

「ああ、ありますね、そういうの」

　……ところでその宵祭り、今年はお一人で行くんですか？　と、訊きたいのに訊けないステラは、自分の意気地のなさに内心で溜め息をつく。代わりに訊いたのは、カイトの持つトレイの中身だった。

「それって今日のお祭りメニューですか？」

「ああ、はい、そうです、今日のお薦め」

　はい、と見せてくれたトレイの中身に、ステラは、おお、と目を瞠る。

　サンドイッチでも総菜パンでもなかった。

　サンドイッチならいつもは卵やハム、野菜などが挟まれているのだが、今日は違った。

　たっぷり入れたホイップクリームの中にイチゴやオレンジなどの果物が具として飾られ、薄くスライスされたパンに花束みたいに包まれている。更に油紙に包まれた下の頂点の部分が捩じられてすぐ解けないように工夫されていた。

　気温が高いとホイップクリームが溶けてしまいそうだが、今くらいの気候なら昼間でもしばらくは持つだろう。

「わ！　綺麗！　それに美味しそう！」

「フルーツサンドです。このまま食べ歩きしてもらえればと思ってつくってみました。ステラさん、こういうのどうですか？」

「食べたいです！」

　即座に答えると、思わずといったようにカイトが笑った。トレイから一つ手に取って差し出す。

「じゃ、どうぞ、これ。出来立てですよ」

「あ、はい、おいくらですか？」

「いいですよ、今日もお仕事でがんばってるステラさんにサービスです」

「え、でも」

「他のお客さんには内緒ですよ」

　他に客がいないのを確認してから、しーっと口元に立てた指を当ててカイトが微笑む。その優しい笑みに、思わずきゅんと胸が鳴った。

「……ありがとう、ございます」

「午後からもお仕事がんばってくださいね」

「はい、カイトさんも」

　にっこりと笑みを寄越してくれたカイトが、ちょっと失礼とトレイを店の外のテーブルに持っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、ステラはドキドキと心臓が鳴るのを落ち着かせるのにがんばった。






　少しくらい期待してもいいのだろうか。

『他のお客さんには内緒ですよ』という特別感を、カイトは何度も与えてくれる。

　それは、ステラだからなのだろうか。

　そう言っているだけで、実は他の女の子にもしているということはないのだろうか。

　でも、それならステラに優しくする理由はなんだろう。

　恋する女にとって、好きな男からの『特別』は舞い上がるほどに嬉しい。でも、同時に不安だ。

　それが一体どういう意図のもとに行われているのかが判らないから。

　好意からなのか、ただの気紛れなのか、それとも実は気持ちに気付いていてからかっているのか。

　カイトがからかうようなことをするとは思いたくない。だが、素直に好意からだと思うには、あまりに自分に都合が良すぎる気がして。

　計算だけが取り柄の地味女の自分に自信があるわけがない。

　サミーに手伝ってもらった自分を変えるための服やメイクも、今はまだなにも施してない。

　それでも、少しくらい希望を持ってもいいのだろうか。






「お待たせしてすみません、他はよかったですか？」

　不意に声をかけられ、カイトが店内に戻ってきたのに気付いて慌てて手近な丸パンを指す。

「ああ、これ三つください。夜は寄れる時間に間に合うか判らないので、今買っちゃいます」

　祭りの期間中は、店を閉めるのが一時間早いと聞いている。

「はい、ありがとうございます。今日もお仕事終わるの遅そうなんですか？」

「たぶん大丈夫だと思うんですけどね、三人だけなんで万が一というか」

「そうなんですか。早く帰れるといいですね」

「ホントにですよ」

　笑って紙袋を受け取ってから、ステラは一度躊躇って、しかしやっと言ったのは他愛のないことだった。

「……明日も来ていいですか？」

「もちろんです。ぜひおいでくださいね。待ってます」

　そう言ってくれるだろうことは判っていて、それなのにステラはやっぱりいつもと同じことしか言えない。

『明日のお仕事の後、一緒にお祭りに行きませんか？』

　そう訊きたかったのに、結局口にはできなかった。

　カイトから宵祭りには行くらしきことを聞いたのだから、その時にそれなら一緒にと勢いでも言えなかった時点で、ステラが自分からはもう切り出せる勇気はなかった。

　本当に意気地がないと思う。でもどうしても劣等感が邪魔をする。

　だから明日。せめて明日くらいはがんばって勇気を出すのだ。

　そしたらダメでもがんばったと胸を張って諦められるから。

　ダメだったこと前提でモノを考えている点がもう既にダメなのだが、そんなコトには気付かず、それでもがんばろうと一応前向きになっているステラは、仕事に戻るべく店を出た。

　……自分のコトに精一杯で、なにか言いたげに見送るカイトの視線には、ついぞ気付くことなく。










　さて、祭り三日目。

　あまりにも緊張して明け方近くまでよく眠れなかったステラは、結局いつもより随分寝過ごした。

　カイトのパンで朝食を済ませると、先日買った服や化粧品、アクセサリーで武装する。

　いつもは清潔感ばかりを優先してほとんど華やかさなどないステラだが、今日はすっきりと甘すぎない程度に可愛さのある装いだ。

　万が一どころか億が一、兆が一くらいないと思うが、一応新品の大人っぽい下着も着てみた。期待しているみたいでそれだけでもう恥ずかしいが、それでもその『一』があった時にそういう意味で恥ずかしい思いをするのはイヤだから。

　教えてもらった通りにメイクを施し、髪も綺麗に編み込み、シュシュでまとめて目標の『大人可愛い』にかなり近づいたと思う。

　サミーのアドバイスでやっと買ったお洒落な眼鏡は、細くて赤いフレームのものだ。ちょっと賢そうに見えて童顔加減が軽減された気がする。

　何度も練習した甲斐があって、今のステラなら上等と言える出来に仕上がったと鏡の中の自分を自画自賛する。昨夜まで、いつも以上に肌のお手入れも真面目にがんばった。これでダメならもう諦めもつく。

　何故かそこで『これなら絶対上手くいく』という自信に繋がらないのがステラの不思議なところなのだが。

　出かける支度をして、それから大切につくったフィタを鞄に入れた。自分の分はまだつけない。カイトを誘うことができたら、その後でこっそりつけようと思う。

　滅多に履かない少し踵のある靴を履く。

　これでステラの武装は完成だ。

　第一目標は、カイトを宵祭りに誘うこと。そして第二目標に告白。

　……第一目標の壁があまりに高いことに、考えただけで挫折しそうな気分のステラだが、今日はそんなことを言っている場合ではない。

『カイトさんを他の女に取られてもいいわけ？』

　先日サミーに言われた言葉を思い出す。

　素直に、イヤだと思った。考えただけですごく悲しかった。

「……だったら、見ているだけじゃダメなんだ」

　カオを上げたステラは、歩きだした。
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　意を決してカイトのパン屋『ポラール』に足を運んだステラは、店の近くまで来て昨日と違うコトに気付き、首を傾げた。

　昨日は手伝いのおばちゃんがいた店先の屋台にカイトがいたのだ。この時間はまだおばちゃんがいる時間のはずなので、カイトが店先にいるのは不自然だ。

「カイトさん、こんにちは」

　声をかけると、最後の客にパンを渡していたカイトが気付いてこちらを向いて、いつものように返事をしてくれた。

「ああ、ステラさん、こん……にちは」

　笑顔が驚いた顔になり、ステラを見つめる。

「驚いた、今日は随分可愛らしくおめかししてるんですね。見違えました」

　にこりと微笑んでくれて、その誉め言葉にカオが赤くなる。

「え、えと、その、おかしく、ないでしょうか、ね？」

「おかしいなんて。よくお似合いです。すごく可愛らしいですよ」

「……ありがとうございます」

　手放しで褒められて照れくさいやら恥ずかしいやら、それでも嬉しくてはにかむように笑う。……がんばって良かった。手伝ってくれたサミーに感謝だ。

「もしかして、デート、とかですか？」

　だが、その後につけられた言葉には即座に首を振った。

「違います！　……その、サミーに、あんまり適当な格好ばっかりしているんじゃないと怒られまして」

　訊かれたらそう返しておけと教えられた台詞を言うと、カイトは笑った。

「なるほど、サミーさんが。本当にお二人は仲が良いですね」

「はい、大事な友達です」

　笑い返してから、ステラは気になっていたことを訊いた。

「ところで、今日いつものおばちゃんはどうしたんですか？」

「ああ、それなんですけどね。なんでも今朝、突然ぎっくり腰やっちゃったそうで、とてもじゃないけど来てもらえそうになくて」

「ええ!?　よりによってこんなタイミングでですか」

「そうなんですよ。でも急なことなので他にすぐ来てもらえるような当てもないし、しょうがないのでなんとか一人で乗り切ろうとがんばってるところで」

　困ったように、それでも笑うカイトを見上げて、ステラはよしとうなずいた。

「あの、よかったら手伝いましょうか？」

「え？　でも、ステラさん、これから遊びに行かれるんでしょう？　せっかくそんなに可愛らしくしてるのに申し訳ないですよ」

「いえいえ、特に取り立てて用事があったわけでも、待ち合わせとかしてるわけでもないので。それよりカイトさんが困っているならお手伝いさせてください。追加のパンも焼きに行けないんじゃ、商売に差し障りますよ」

　痛いところを突かれたというように一瞬黙り込んだカイトは、少し迷って店の奥を見て、それから仕方ないというように微笑んだ。

「すみません、ではその間だけでもお願いできますか」

「その間と言わず、店じまいまでお手伝いしますよ。いつも美味しいパンをいただいているお礼に」

　少しでも長く傍にいたいというのも嘘ではないが、それより今はできることならば、喜んで手伝いがしたい。カイトの役に立ちたい。ステラはその一心でカイトを見上げる。

「いつもおいでいただいて、こちらがお礼を言うべきですが」

　カイトは困ったように微笑んで、パンの値段や包装の仕方などを教えると、店に引っ込んでいった。

　元よりほとんど毎日通っている常連中の常連だ、カイトのやり方はずっと見ているのでそれほど困惑はない。それにお代の計算もカイトより早い。

　あとは客に対する愛想の問題だが、その辺は一応役場の仕事で少しは人付き合いにも慣れたし、近所の知り合いも多いのでそれほど躊躇することでもなかった。

「あれ!?　もしかしてステラか!?　なんで今日そんな可愛いカッコして店番なんかやってんの!?」

　立ち寄った近所のおじさんが目を瞠る。

「あはは、急遽お手伝いです。それよりパンどうですか？　お祭り仕様で美味しいですよ」

「おお、確かに美味そうだな。よし、それとそれ、かみさんの分と二個ずつくれや」

「ありがとうございます！」

　パンの紙袋を手渡していると、通りすがりの常連仲間であるおばちゃんが声をかけてくれる。

「えー、ステラちゃん、いつもそういうカッコしてりゃいいじゃない！　可愛いよ」

「ありがとうございますー。せっかくのお祭りなんで、ちょっとがんばってみましたー」

「その可愛さなら、カイトくんもイチコロじゃない？」

「えええー、そんなコトないですよ」

　ニヤニヤ笑われるがからかわれているだけだと判っている。ステラの気持ちは知らないはずだ。

　呼び込みをしていると、余所者らしい男がひやかしに声をかけていく。

「おねーさん可愛いねー、そのサンドイッチ買ったら付き合ってくれる？」

「すみません、非売品でーす」

「なんだよ、売約済みか？」

　買ってくれたりくれなかったり、それでもなんとか接客をこなすステラは、初めてにしては上手いコトできていたと思う。

　しばらくしてカイトが補充のパンを持って出てくる頃には、テーブルの上にあったパンはあらかたなくなるタイミングだった。

「すみません、ちょっと時間がかかってしまって。それより、ほとんど売ってくださったんですね、ありがとうございます。疲れていませんか？」

「いえ！　結構楽しいですよ。こんなふうに接客のお仕事するの、初めてです」

「ステラさんはいつもお客様の方ですからね」

　トレイで持ってきた新たなパンを籠に移してから、カイトが微笑む。

「奥にお茶を用意しておきましたから、ひと休みしてください」

「え、まだ大丈夫ですよ？」

「慣れないうちは、立ちっぱなしが後で結構足に来るんですよ。疲れきってしまわないうちに一度休んでください。厨房に入ってくれていいですから」

　促されてステラは店に入った。カウンターの横を抜けて、いつもはカイト以外入らないであろう厨房に踏み入る。

　調理台や洗い場、焼き窯、発酵中のパンが並んでいる棚などがあまり広くないスペースに設置されている。その片隅に物書き机があり、そこにカップとポットが置いてあった。隣には店でも出している焼き菓子が小皿にいくつか載っている。気遣いを嬉しく思いながら、ステラは椅子に座って紅茶のカップを手にする。

　茶を飲みながら厨房を見まわす。いつもここでカイトがあのパンたちをつくっているのだ。なんだか改めてとても大事な場所だと思えた。

　この場所はカイトの城だ。昨年独立して一人で築き上げた場所で、おそらく厨房に入った者は何人もいないだろう。

　それなのにここに入ることを許してもらえたことは、とても嬉しい。店先で茶を飲んでいると他の客に見苦しいというのはあるかもしれないが、イヤならカイトはきっとステラを入れなかっただろうから。

　ゆっくりと茶を楽しんだステラは、洗い場で茶器と、ついでにそこに積まれている明らかに洗い物だろうボールやヘラなどの調理器具も一緒に洗って、水切りの籠に伏せておく。ちょっとでもカイトの仕事が減るなら、これくらいの手間、むしろいくらでもやりたいくらいだ。

　あまり勝手にやってもいけないので、ステラは店番をカイトと変わろうと厨房を出ることにした。

　カウンターを過ぎて店に出ようとしたその時、カイトの声が聞こえてきた。

「え、そんな、無理ですよ」

「んなこたねーだろう、だってあのステラ嬢ちゃんだぜ。あの子だってお前さんもお前さんのパンも気に入ってんだろうよ、頼めば嫁に来てくれんじゃねえ？」

　入り口からちらりと見えた姿と声で、それが近所の常連衆の一人、ドーソンじいさんであることが判ったが、そんなことより話の内容が気になりすぎて。

　どくん、と心臓が鳴った。無理……って、ナニが？

　頼めば？　よ、嫁？　一体なんの話をしてるんでしょうか!?

「だから無理ですよ。あのステラさんですよ？　僕とじゃ釣り合いませんよ。なに言ってるんです」

　息が、止まった。

　カイトに全否定された。

　自分とカイトでは無理だと、不釣り合いだと言われた。

　聞き間違いようがない。嫁に来てもらえばという問いに無理だと言われれば、誰がどう聞いたってカイトにその気がないことは判る。

　好意の有る無しは判らない、だが、少なくとも嫁にもらうということを否定するのは、カイトにとってステラはそういう対象には入らないということだ。

　さっきまでの浮ついた気持ちが一気に沈んだ。少しでもカイトが自分を好意的に見てくれるのではないかという希望が崩れた今、ステラは自分がここにいる意味を失ったと言ってよかった。

　……やっぱり、無理だったんだ……。

　初めから分の悪い勝負だろうことは判っていた。でも、それでもやっぱり諦めきれないから、そのちょっとの残った分をかき集めて賭けてみようと思ったのに。

　可能性は低くとも、それでも自分の口で言いたかった。それ以前に否定されるなんて思わなかった。

　泣きたくなる、でもこの場で泣くわけにはいかない。

　立ち聞きで勝手に泣くなんて許されない。

　必死に平静を保とうと努力する。深呼吸を繰り返して、いつも通りに、そう、いつものようなカオで。

　すると、ふと気付いたドーソンが声を上げた。

「あれ、よう、ステラ嬢ちゃんじゃねえか。いたのか？」

　びくり、とカイトの肩が一瞬揺れたのに気付いて、ステラは取り繕ったように笑う。

「こんにちは、ドーソンさんこそいらしてたんですか。さっきまでお店番をお手伝いしてて、ちょっと休憩させてもらっていたトコなんです」

　いかにも今気付いたというカオで、笑顔で店先に出ていくと、カイトを見上げた。

「お茶、ご馳走様でした。美味しかったです」

「それなら良かったです。疲れていませんか？」

「はい。お店番、交代しますね」

「え、でも」

「まだパン焼くんですよね。厨房に焼く前のパンがありましたし。そちらの準備とかやることあるんでしょう？」

「それは……そうですけど、そうするとまたステラさんにお世話をかけることに」

「店じまいまでお手伝いするって言いましたよ。カイトさんがご迷惑でなければ構いません」

「迷惑なんてそんな、そりゃあ助かりますけど、でも……ありがとうございます」

　躊躇いながら、それでも結局頭を下げたカイトに笑顔でうなずいて、ステラは場所を交代した。

　知らなかった、自分がこんなに平気で今の気持ちと違う表情ができるなんて。やっぱりどこかできっとダメだろうという諦めがあったからだろうか。

　ダッシュで逃げ帰って泣きたいという気持ちもあるけれど、それでもカイトの傍にいたいという気持ちもあって、内心では結構ぐちゃぐちゃだ。

　たぶん今は、忙しくしていた方が考えなくて済む。帰り着いて一人になって落ち着いてしまったら、きっとそのあと一晩中泣いてしまうコト請け合いだから。

　ああ、なんだか今すぐ計算に没頭したい。誰か、片付けるのに数日かかるようなものすごく難しい税務や会計処理の仕事を持ってきてくれないだろうか。なんにも考えずに数字を弄っていたら、きっと今ならさぞかしはかどることだろう。

　愛想笑いを浮かべて何人もの客を捌き、パンを売る。

　その横で、暇なのかなんなのか、ベンチに座ってドーソンじいさんがお買い上げいただいたパンを齧りつつ、ステラのその様子をにやつきながら見物していた。

　再びテーブルのパンが尽きそうになってきて、そろそろ追加を頼もうと思っていたその時。

「……ステラか？」

　そう余所から声をかけてくる者がいた。

「はい、いらっしゃいませ！　……え」

　笑顔で振り向いたものの、即座にその笑みが引っ込んだ。

　もう二度と見たくないと思っていた男が、そこにいた。
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　たまたま通りかかったという風情の旅装のその男は、ステラと同じくらいの年の、身なりの良い優男だった。驚いたカオでステラを見遣る。

「おまえ、なんでこんなとこでパンなんか売ってるんだ」

「……レイクウッド。あなたこそ、なんでアローナに？」

　ドーソンが目を丸くするほど低い声が出た。それに気付いているのかどうか、レイクウッドと呼ばれた男が偉そうに応えた。

「仕事に決まってるだろ。そうでなきゃ俺がこんなド田舎になんか来るもんか。へえ、さすがに今はマシな格好してるじゃないか。あの野暮ったかった田舎娘も少しは装うってコトを覚えたか」

「……余計なお世話よ」

　久しぶりなのにもううんざりする。溜め息をついたタイミングで店内からカイトが追加のパンを持ってカオを出した。

「ステラさん、追加です。……あれ？　どうかしたんですか？」

　妙な雰囲気に首を傾げたカイトに、ステラが取り繕うように微笑んだ。

「いえ、ちょっと知り合いに会っただけです」

　レイクウッドに目をやったカイトが、にこやかに挨拶をした。

「ステラさんのお知り合いですか。いらっしゃいませ。お祭りを楽しんでいってくださいね」

「ふん、こんな田舎の祭りなんかおもしろいもんか。興味ないね」

「レイクウッド！　ごめんなさい、カイトさん」

　いかにもバカにした台詞を吐くレイクウッドに非難の声を上げてから、ステラがカイトに詫びる。

「ステラ嬢ちゃん、こいつナニモンだ？」

　横からドーソンが訊くので、ステラは渋々答えた。

「ダレスの学校の時の同期です。男爵家の三男で、王城の主計局に就職したはずなんですけど」

「ほー。優秀なんだなー。で、その優秀な坊ちゃんが、こんな田舎になんの仕事に来たんだい？」

「砦にとても優秀な会計係がいるそうでな、その人の仕事の見学と手伝いを兼ねた研修という態ていだ。こんなところでパンなんぞ売っているおまえとえらい違いだな、ステラ」

　ふふん、とバカにしたレイクウッドだが、ステラは気付いてしまった。それ、私のことではなかろうか？

「そうですか、ステラさんのお友達なんですね。よろしければ、パンを召し上がりませんか？」

　にこやかに言うカイトだが、レイクウッドはバカにしたように笑う。

「田舎のパン屋のパンが俺の口に合うわけないだろ。要らねえよ」

「レイクウッド！　失礼よ！」

「うるさいよ。学校を首席で卒業したくせにこんなところでパン売ってるような奴に失礼とか言われたくないね。やっぱり成績と仕事ができるかどうかとは違うんだな。結局役所の仕事もちゃんとできなくてクビになって、パン売るくらいしか能がなかったってことだろ」

「違うわよ、今日はお手伝いをしているだけ」

「そうか、まあ、俺には関係ないけどな。あと、同級生面づらして人のコト呼び捨てにするな。本来ならおまえなど対等に口きくのも煩わしいんだ」

「私はあなたに仕えているわけじゃないし、あなたが爵位を持ってるわけでもない。敬う必要性なんてない。私にとってあなたはただの同級生」

　平然と言うステラをレイクウッドは睨みつける。

「……そういうところが気に食わないんだ」

「私が気に入らないなら素通りすればよかったじゃない。わざわざ声をかけたのはそっちでしょ。学生の頃から、わざわざ絡んできていちいち嫌味言ってきて、なにがしたいのかちっとも判らなかったわ」

「仕方ないだろう、こんなド田舎で知り合いを見つけたら声くらいかけるわ！」

　怒鳴るレイクウッドだが、ステラはそれに反応もせず、隣のカイトに詫びている。

「ごめんなさい、カイトさん、知り合いがうるさくしてしまって」

「いいえ、大丈夫ですよ」

　にこやかに返すカイトを見てどう思ったのか。レイクウッドがポケットを探って硬貨を出した。

「……そのパンいくらだ」

「え、二〇〇だけど」

　レイクウッドはテーブルの上に硬貨を放るとパンをひとつ鷲掴みして地面に放り捨て、おもむろに足を上げた。それが踏みつぶされると判った瞬間。

「やめてっ！」

　ステラがそこに飛び込んでパンを手で庇った。いきなりのことに足が止まらず、ステラの両手がレイクウッドの足に踏まれてしまう。

「ステラさん！」

　慌てて足を退けようとしたレイクウッドを突き飛ばして、カイトがステラを助け起こす。痛みにカオを歪めながら、ステラがパンを抱えて怒った。

「なんてことするのよ！」

「おまえが飛び出してきたのが悪いんだろ！」

「そっちじゃないわ！　パンを踏もうとするなんて！」

「金は払ったんだ、どうしようが俺の勝手だろう！」

　尻もちをついているレイクウッドに、後ろからカイトに支えられたステラは怒鳴る。

「バカ言ってんじゃないわよ！　これだから苦労を知らないお坊ちゃんは！」

「俺がナニを知らないって!?　おまえよりよほどいろいろ勉強してるわ！」

「じゃああなたはパンをつくれるの!?」

「自分でつくれなくたって、買えばいいだろう！」

「つくる人がいなかったら、いくらお金積んだって買えないわよ！　自分ができないことをできる人に対して尊敬するって気持ちが、あなたにはないの!?　私はパンはつくれない。服だって靴だってつくれない。人より上手につくれるものなんてなんにもない。だから私は職人さんたちを尊敬してるし、自分の方が優れてるなんてとても思えない！　貴族なんかよりよっぽどすごいと思ってるわ！」

「おまえ！　貴族を愚弄するのか!?」

「貴族を愚弄なんかしてないわ、あなたがあまりにも判ってないから言ってるの。私は計算が人よりちょっと速いだけのただの田舎の小娘よ。その田舎の小娘に絡んで威張ってそれでも勝てなくて、それでよく恥ずかしげもなく貴族だから敬えなんて言うわね。階級が下の女をいじめて留飲を下げてるような貴族を、ダレが尊敬なんかできるもんですか。貴族というなら、砦にだって貴族階級出身の騎士の方々がたくさんいるけど、誰一人として貴族を理由に威張っている方なんていないわ。逆に私みたいな田舎娘を丁重に扱ってくれる。そういう行動こそが相手に自然に湧く尊敬という気持ちじゃないの？　何年も前の、たかが学校の計算能力の優劣くらいでいつまでも絡むのが立派な貴族のすること？　貴族だって威張るんなら、もっと尊敬できる言動をしなさいよ！」

　ステラの啖呵にレイクウッドは気圧されるが、それでもかろうじて言い返した。

「たかが!?　俺たちはそれを競って勉強してたんだろうが！」

「私は別に競ったつもりなんかない。順位に興味なんかなかった。そっちが勝手に絡んでただけで、私は自分の勉強をしてただけ。あなたたちがその私を抜けなかっただけよ」

　ぎりっ、と歯を食いしばったレイクウッドが右手を振りかぶる。

　ぶたれる、とぎゅっと目を閉じたステラが急にぐいっと身体を引かれ後頭部を押さえつけられた。え、と思った瞬間、景気良く引っ叩いた音がするも痛くない。

　不審に思って目を開けてみれば、目の前に見慣れた白いコック服。え、と思いカオを上げれば、カイトに頭を抱えられていて、その彼の左頬が赤くなっていた。ステラの代わりに叩かれたのだ。

「カイトさん！」

「大丈夫ですよ」

　半泣きのステラの悲鳴じみた声に笑みを向けてから、カイトは違う人を叩いて動揺しているレイクウッドに目をやった。

「女性に手を上げるなんて最低ですね。田舎者だって女性に優しくすることくらい知っていますよ」

「ううううるさい！　余計なことを言うそいつが悪いんだ！」

「今度は責任転嫁ですか。あなた、今ものすごく格好悪いですよ。判ってますか？」

「やかましい！　パン屋風情が俺に楯突くな！」

　今度こそカイトに殴りかかったレイクウッドだが、結局それは果たされなかった。後ろからドーソンが彼を羽交い絞めにしたからだ。

「おい、若いの、その辺にしときな」

「はあ!?　なんだおまえ！　離せ！」

　もがくレイクウッドだが、じいさんと呼べる年の男の力に対抗できず、まるで動けない。

「それ以上暴れるんなら縛り上げて騎士団に引き渡すぜ。今ならステラ嬢ちゃんの知り合いってことで勘弁しといてやるが、どうする？」

　ドーソンがレイクウッドの腕を後ろ手に締め上げてやると肩が後ろに締まって悲鳴が上がる。

「判ったよ！　やめるから手を離せ！」

　ようやく拘束を解かれると、途端にレイクウッドはいろいろ罵りながら走って逃げていった。

「へっ、口ばっかりだな、骨のねえ。こんなジジイに負けてるようじゃまだまだだ」

「元とはいえ、騎士団の中隊長までいった人に普通の人が勝てるわけないでしょう」

　ドーソンが両手を払って毒づくと、カイトが苦笑する。

「……ありがとうございます、ドーソンさん」

　半泣きのステラが見上げると、ドーソンはにやりと笑った。

「どうってことねえよ。ところでステラ嬢ちゃん、手は大丈夫か？」

「はい、痛いだけでどこかおかしくなってはいないようなので。それより、カイトさんが」

「そんなもん冷やしときゃ治るわ。なあ、カイト？」

「はい。大丈夫ですよ、これくらい。それよりステラさんが引っ叩かれなくて良かった」

　微笑むカイトに、ステラは頭を下げた。

「ごめんなさい、代わりに叩かれてしまって。私が余計なことを彼に言ったせいで」

「いいえ、むしろ僕のパンを庇ってくれたせいで痛い目に遭ってしまってすみません。言い返してくれた時、格好良かったですよ」

「おう、スカッとしたぜ。お貴族様の坊ちゃんは根性がなってねえな」

　ドーソンも笑ってくれたので、ステラは泣き笑いの表情を浮かべた。

　先に立ち上がったカイトがステラの腕を引っ張って立たせてくれる。

「手の手当てをしましょう、ステラさん。せめて冷やすだけでも」

「大丈夫ですよ、これくらい」

「ダメです、後で痛くなることもあるんですよ。大事にしないと」

　ドーソンに臨時の店番を頼むと、カイトはステラを引っ張って厨房へ行き、手を洗わせて冷やしてくれた。カイトの頬も濡らしたタオルで少しの間だけ冷やしたが、すぐに仕事を再開する。

　じゃあな、とドーソンじいさんが帰っていくと、今日はもう休んでくださいと言うカイトに首を振って、ステラは最後まで店の売り子を続けた。

　ひとつ、決めたことがあったから。










　もう日も暮れた夕方。

　平日より一時間早く閉店した『ポラール』の店内で、ステラが今日の売り上げを計算していた。

　金の勘定をし、売った数と金額が合うかどうか確認する。ステラにとってはたいした手間ではない。

　あまり時間もかけずにそれを終わらせると、カイトが厨房から出てくるのを待った。

　厨房の片付けと明日の下準備までしてからコック服を脱いで出てきたカイトは、ステラが金勘定を全部終わらせているのを見て目を丸くする。

「もう終わってたんですか。さすがですね、ステラさん。僕なんか、いつも倍くらい時間かかってやってるのに。ありがとうございます」

「一応専門職ですから」

　ステラは皮袋に入れた金と収支を書き留めた紙を渡した。それを仕舞ってから、カイトが訊く。

「今日は本当に助かりました。ありがとうございました。手は大丈夫ですか？　痛くありませんか？」

「どういたしまして。手の方はもう大丈夫ですから、お気になさらないでください」

「それなら良かった。間違って骨が折れでもしていたら一大事ですから」

　ほっとしたカオで微笑んでくれたカイトは本当に心配してくれていたようだ。そのことを嬉しく思いながらも、つきんと胸の奥が痛くなる。

　優しいカイト、でも、それはただ、目の前で怪我をした常連客の身の心配をしただけだ。別に恋愛感情が乗っているわけではない。そんなのは普通の当たり前の行為で、例えばドーソンが目の前で転んで怪我をしたら心配するのと同じレベルだと思っていい。もういちいち期待なんかしない。

　にこやかにカイトが言う。

「お礼と言ってはなんですが、これから外で夕食でも一緒にどうですか？　僕、ごちそうしますから」

　いつもなら躍り上がって喜んだことだろう。いくら礼とはいえ、カイトから誘ってもらえるなんて今までなかったコトで、もうそれだけでステラは充分だった。

「いえ、今日はもう帰ります」

「そうですか？　ああ、ずっと立ちっぱなしでお疲れですよね。気付かなくてすみません。では寮まで送っていきましょう」

「いえ、大丈夫です。まだ早いし、ひとりで帰れますから」

　薄く微笑んでステラは答える。だが、カイトは食い下がった。

「なら、今日がダメなら後日にでも。少しくらいお礼をさせてくれませんか。手伝いの謝礼も受け取ってもらえないし、さすがに心苦しいです」

「本当にお手伝いのつもりだったんですからお礼なんて結構ですよ。美味しいパンをずっといただいてきたお礼って言ったでしょ」

「しかし」

　困惑しているであろうカイトに笑みを見せて、ステラは店のドアに向かって歩きだした。

「じゃあ、帰りますね」

「……はい、お気をつけて。また明日、お待ちしてますね」

　諦めたように微笑んで言うカイトを振り返って、ステラはドアの前で笑みを見せた。

「いえ、もう来ません」

「……え」

　ナニを言われたのか判らないというカオで、カイトがつぶやいた。

　ステラがドアのノブを握るのを見て、慌てて声を上げる。

「待ってください！　もう来ないって、どうしてですか？　なにか気に障ることでもありましたか？」

「いえ、そういうわけじゃないです」

「やっぱり手伝わせたのがいけませんでしたか？」

「いえ、売り子さんはとても楽しかったですよ」

「なら何故!?　僕がなにかしましたか？　それとももう僕のパンは飽きたんですか？　言ってください、ステラさん！　ちゃんと聞きますから！」

「いいえ、カイトさんのパンは今でももちろん好きです」

「ならどうしてです!?」

　カイトの言葉をステラは不思議に思う。客がひとり減るだけなのに、どうしてそんなに必死なんだろう。

　ステラは微笑んだ。力のない、気の抜けた笑み、それはとても彼女らしくない笑みだった。

「カイトさんと、カイトさんのパンがとても好きでした。でも、私のコト無理って言われてまでここに通うことはできません。それだけです」

「は？　なんのこと…………っ！」

　なんのことだか判らなかったらしいカイトは、だが一瞬の後に気付いたようだ。いつも細めて笑う目を大きく見開いた。

「やっぱり聞いて……っ、違う、違うんです、ステラさん！」

「いいんです、判ってましたから。私なんかじゃカイトさんと釣り合わないことくらい。それでもカイトさんのパンが食べられれば幸せだったんですけど……やっぱり、無理です」

『だから無理ですよ。あのステラさんですよ？　僕とじゃ釣り合いませんよ。なに言ってるんです』

　昼間に聞こえた言葉はステラを諦めの境地に追い込んだ。

　好きだったと言えた。もうこれで思い残すことはない。もういい、これで諦められる。

　サミーにもちゃんとがんばったと報告できる。きっとサミーも褒めてくれる。

　明日は祭りのあとで街中が半分休業状態だ。今夜一晩ゆっくり泣いて、なんなら昼からでも出勤すればいい。どうせみんな二日酔いばっかりだ、ヒドいカオをしていてもきっと誰も気にしないだろう。

　寮と逆方向の店にわざわざパンを買いに行くのをやめればいいだけだ。

　そうしたらもうカイトとの縁も切れる。しばらくは辛いだろうが、きっと忘れられる。

　パン屋は他にも何軒もあるのだ、きっとまた気に入った味の店を見つけられるだろう。

「さよならです、カイトさん」

　カイトに背を向けてドアを開けようとした、その時。

　突然、後ろから抱き締められた。

「……行かないで……っ！」
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　掠れた、でも必死な声が耳元に届く。身体を包まれたそれがカイトの腕だと気付くまでに数瞬、そして一気に体温が上がる。混乱する。思わず暴れた。

「……やっ！　離して！」

「イヤだ、離さない！　好きです、あなたが好きなんです、ステラさん！」

　息が止まる。身体が強張る。強烈に怒りが込み上げた。

「嘘！　なんでそんな嘘つくんですか！」

「嘘じゃない！　ずっと前からあなたが好きでした！　やっと今日それを言う勇気が出たのに、さよならなんて聞けません！」

　必死にもがく。逃げ出したいのにその腕はステラをしっかり拘束して離さない。

「無理だって言ったじゃない！」

「違うんです、聞いてください！」

　わずかに腕が緩んだ、と思ったら、腕の中でくるりと向きを変えられた。目の前に真剣な表情で必死な様子のカイトがいて、それでもやっぱり離さないとばかりにしっかりと両肩を掴まえられていた。

「あなたは自己評価が低すぎる。自分がどれだけ高嶺の花なのか判っていないんです。初等学校を出て仕事を始める者がほとんどの中で、中等学校、更にはその上の学校まで行って、望めば王城の主計局にも入れただろうという才媛を、もしかしたら貴族の男に望まれて上流階級に入ることもできたかもしれない女性を、年下の無学なパン屋の僕が望んでいいとは思えなかった」

『無理』なのは届かないと思っていたから。

　ステラがカイトに釣り合わないんじゃない、カイトがステラに釣り合わないのだ。

　ステラでなければきっとアローナには戻ってこなかっただろう。

　職種の地位だって、彼女が本気で望んだのならば、もっと上へ行ける場所へと就けたのに。そしてもっと高い階級の男の元へ嫁げるだろうに。それこそレイクウッドなどよりももっと上の貴族の元へだって。

　ステラは自分を野暮ったいと言うが、それはただ磨いていなかったというだけだ。今日の装いで見違えるほど綺麗になった姿を見れば判る。彼女が優秀で綺麗とあれば、望む男などいくらでも出てくるだろう。

　カイトは少し辛そうにそこまで言って、それでも、と続けた。

「でも、今日、あなたが言ってくれたから。職人を尊敬していると、自分はただの田舎の娘だと。だから、告げてみようと思ったんです。もしかしたら、高嶺の花に手が届くかもしれないと」

　まっすぐに見つめるカイトの瞳が、不意に寄ってきた。

　あ、と思った時にはもうくちづけられていた。そして、そっと離される。

「好きです、ステラさん」

　ほんの指一本分を離されて、そっと告げられる言葉に、ステラの涙腺が崩壊した。ぼろぼろと零れる涙を指で撫でて、ようやくカイトの表情が柔らかくなる。

「……ほんと、に……？　しんじて、いいの……？」

「信じてください。身の程知らずがやっと勇気を出して言ったんですから」

　苦笑じみた笑みは、頑なになりかけたステラの心をほぐしてくれる。

　届いた。ちゃんと繋がっていた。無理じゃなかった。そう思ったら、ますます涙腺が壊れる。一度諦めたから、余計に嬉しくて。

　ステラが抗うのをやめたと気付いたカイトの腕から力が抜けた。

「返事を、いただけますか？」

「…………ずぎ、んん……すきです、カイトさんが、ひっく、好きぃ……」

「ありがとう。嬉しいですよ」

　服の胸元を握り締めて唸りながらぼろぼろと豪快に泣くステラの髪を、カイトがゆっくりと撫でる。

　ぼろぼろに泣いているせいでせっかくがんばった化粧が無残なことになっているが、どうしようもない。格好もつかない。随分みっともないことになっているのに気付いてカオを上げられない。眼鏡を外して、仕方がないのでハンカチで拭ってしまう。どうせぼろぼろならと諦めた。

「あ、いつものステラさんになった」

　ふふっと笑うカイトの言葉にうつむいたまま、ステラがつぶやいた。

「……一応、がんばったんです。カイトさんに見せたくて」

　目を丸くしてから、カイトはじわりと頬を赤くした。

「これでも、ちょっと落ち込んだんですよ。いつもと違ってすごく可愛らしくしていたから。僕が知らなかっただけで、他にデートする男がいたのかと」

「そんなひといません。カイトさんに可愛いって言ってほしくて、少しは意識してもらいたくて、サミーにも手伝ってもらってがんばってみたんです」

「ありがとう。すごく、本当にすごく嬉しいです。でも、可愛いですよ、今だって」

　え、とカオを上げると、優しい笑み。

「あなたがすっぴんだって、もちろんどんなに綺麗に装ったって、僕の好きなステラさんに変わりはありません。僕のことで泣く涙なら、それだって嬉しい。どんなあなただって愛してます」

　ぎゅうっと抱き締められて、ステラはまた涙が零れそうになる。

「……私も好き。カイトさんが大好きです」

　がんばって微笑んでみたら、また唇を塞がれた。










　二階に上がらせてもらったのは初めてだ。

　カイトの祖父の持ち物だったというこの建物は三階建てで、一階を店舗、二階と三階を住居としている。現在三階は物置と化していて、二階がカイトの生活スペースとして使われていた。雑然としている居間には畳まれていない洗濯物が積んであったりして、いかにも独身男性の一人暮らしといった風情だ。

「片付いてなくてすみません。あなたをここに上げるなんて思いもしなくて」

　気まずげに苦笑いしたカイトだが、ステラはちょっと嬉しい。今まで全然知らなかったプライベートのカイトの姿が垣間見えて、ドキドキする。

　そして今は、心臓がもっとドキドキしてどうしようもない。

　カイトのベッドの上に転がされて、ステラはもうそれ以上動けなくなっていた。

　繰り返しくちづけられる。唇を甘噛みされる。首筋にカオが埋められ、カイトの唇が這っていく、その感触のたまらない恥ずかしさを必死に我慢する。声が出ないようにしていたら、服を剥かれた。

　ブラウスのボタンがいつの間にか全開にされ、気付けば胸を覆う下着が露わになっている。

　もちろんイヤなわけではない。ちゃんと覚悟してここにいる。それでも改めて肌を晒すことに恥ずかしさを覚えて、ステラはぎゅっと目を瞑った。そして、やっぱり可愛い下着を着てきて良かったと安堵した。ありがとう、サミー。持つべきものは既婚の親友だ。

　他人に触れられたことのないところを指が滑っていくことの恥ずかしさに思わず震える。

「怖がらないで。綺麗ですよ、ステラさん」

　囁くように優しく告げるカイトの唇が胸元を這う。触れる指先の優しさは気持ち良くてくすぐったい。

　ふに、と下着の上から胸が揉まれていて、びくりと跳ねた。

　初めは躊躇いがちに、途中から大胆に、そして下着の下から手を差し込み揉みだされたステラの胸は、身長の割に意外と豊満だ。

「ああ、柔らかい。それに肌理きめが細かくて手触りがいい。たっぷりと触らせてくださいね。僕、揉んだり捏ねたりするのは得意なんです」

　パン屋の冗談にも反応できる余裕がない。恥ずかしくて死にそうなのに、胸の先端を口に含まれたらもっと恥ずかしくて、そして感じる。

「んんっ！」

　思わず捩ろうとする身体を押さえつけられる。片方の胸の先を舐めまわしながらもう片方を揉まれる。下から掬い上げるように持ち上げられ、大きな手で包んだ両方のふくらみをやわやわと捏ねる。

　絶妙な揉み加減は気持ち良くも恥ずかしく、弄られる先端は刺激的すぎる。

　味なんてするわけないのに丹念にしゃぶり、舐め、舌で潰し、甘噛みするカイトはなんだか美味しいものを食べているようで。

「……美味しくない、よね……？」

「美味しいですよ。あなたの胸だと思うとより一層。今まで口にしたものの中で、一番幸せです」

　かあっと、カオに血が上る。

　なんて恥ずかしいコトを言うんだろう、このヒトは！

　ステラの真っ赤なカオを見て微笑むカイトの笑みが恐ろしく艶やかで、きゅんと胸が締め付けられた。

　性急に暴かれる。スカートが捲り上げられて下腹をまさぐられる。

　得も言われぬ恥ずかしさに身悶えするが、カイトの足に押さえられて、これ以上身体が動かせない。

「やっ、ああっ…！　あんま、さわら、ないで……そこやあっ！」

「くすぐったい？　感じる？」

「ちが、んっ、ちがわないけど、はずかし、やあっ！」

「触り心地良いけど。柔らかい」

「それがいやあ！　おなか、いや！」

　ふにふにと腹を揉む手をステラが止めるためか掴もうとする。半泣きのステラにカイトは首を傾げた。

「どうしたの？　そんなにイヤ？」

「だって！　おなか出てるから！　太ってるもん、バレるから触っちゃいや！」

　自分から言ってしまうステラが可愛くて、カイトは思わずふき出してしまう。そして愛おしむように下腹を撫でた。

「大丈夫、別に気になりませんから」

「でも、痩せてた方がいいでしょ!?」

「いえ。僕は柔らかくて抱き心地がいい方が好きなので、あなたくらいふっくらしている方が丁度良い」

「……本当に？」

「こんなことであなたに嘘は言いません。ステラさんの身体はとても僕好みですよ。柔らかくて、手触りが良くて、胸が大きくて敏感」

「……あぁん！」

　ちゅうっと胸の先端を吸い上げられて、恥ずかしげにステラが喘ぐ。楽しそうに微笑みながら、カイトが下腹に手を当てた。

「本当に、気にするほど出てませんよ。少なくとも横になっていれば判りません」

　柔らかい下腹を撫で、そしてそこに屈み込んでくちづけた。

「そもそもこの中は僕の子供を授かってくれる場所です。柔らかい方がいいと思いますけど」

　一瞬ナニを言われているのか判らなくて、脳が理解した途端、ステラが盛大に真っ赤になった。

「ここここどもって、あの、カイトさん、その、あの！」

「なんでそんなに狼狽えるんです？　僕たちはこれからそういうコトが起きても不思議じゃない行為をするんでしょ？」

「それはそうですけど！　……あの、カイトさん、できても、いいんですか？」

「何故いけないんです？　僕はこれからのあなたの一生を背負う覚悟を持ってあなたに告白したんですよ。アローナの女を抱くってそういうことでしょう」

　アローナの風習として、この土地の女性は『綺麗な身体で嫁に行く』ことを当然とする気風がある。今はそこまで厳しくはないものの、それでもやはり女性が身体を許すのは夫になる男だけだという気風は変わらない。つまり、身体を求め、許されるということはお互いが結婚を前提とした付き合いだと認めたということだ。

　ステラはカイトが好きだから抱かれたいと思った。でもカイトはそれ以上の覚悟を持っていてくれた。それがあまりにも嬉しくて。

「……嬉しいです。大好きです、カイトさん」

　潤む目で見上げれば、渇望が滲む瞳がステラを捉えていて。

　深くくちづけると同時に下着の中、更にはその中の大切な場所にするりと指が入り込んだ。

　口を塞がれてくぐもった悲鳴を上げたステラの身体が衝撃に跳ね上がるが、入り込んだ指が踊り、ナカを蹂躙する。既に先程までの行為でぬかるんでいたそのナカは、すぐにくちゅくちゅと恥ずかしい水音がしだしてステラの羞恥を煽った。

「んっ、んーっ、んんんっ、ん、んーッ!!」

　襞をなぞられ、花芯を押し潰され、内壁を擦り上げられる。指が増やされるとわずかに身体が強張るが、弄られているうちに柔らかく受け入れるようになる。

　カイトが唇を離して胸の先端を咥えると、ようやく口が自由になったステラが必死に喘いだ。

「ああっ、やぁん！　やっやっやっ、やだ、ソコ、やああ、ああん！」

　じゅうじゅうと両の胸を吸われ、泉を侵略され、今まで知らなかった官能を引き出されて、恥ずかしさに涙が零れる。大好きなカイトにこんなはしたない声を聴かせているのが恥ずかしすぎる。

「……っ、そろそろ、いいでしょうかね？　もう限界なんですが」

　苦しげに言うカイトが苦笑気味に微笑みながら身体を起こした。

　残っていたステラの服を脱がし、自分もあっという間に裸になったカイトが再びステラの上に戻ってくると、彼女の足を割り、その間に身体を割り込ませ、そして至近距離からカオを覗き込む。

「ステラさん、本当に後悔、しませんね？」

「なに、を……？」

「僕なんかを夫に選ぶことを、です」

　ナニを問われているか理解した途端、ステラはがしっとカイトの両のほっぺたを掴まえた。驚いたカオのカイトに構わず勢いよく自分からくちづける。勢いよすぎてガツンッと歯が当たる衝撃がして、痛さに呻いたのはご愛嬌というものだ。

「……っ、ステラさん、どう……？」

「私は！　嬉しいの！　自分が好きな人が私を好きって言ってくれて、抱いてくれて、子供まで望んでくれて！　それなのに後悔なんかするわけない！　むしろ望むところです！」

　最後の弱気を全否定されて、目を瞠っていたカイトは嬉しそうに微笑んだ。そして、もう一度キスをし直すと、カオを上げたソコには、いつもとはまるで違う笑みで、恐ろしく艶やかな目でステラを見下ろす男がいた。

「……言質は取りました。もう制止は聞きませんよ」

　こくんとうなずいた、その次の瞬間、足の間の泉にぐっと熱いものが押し込まれた。あっ、と思った途端それはぐいぐいと隘路に入り込んでいく。

「……っ!!」

　強烈な痛みと共に、カイトが入ってくる。

　息が詰まる。呼吸ができない。それよりなにより、痛い……!!

　それでもやっぱりその痛みをカイトから受け取れるコトが嬉しくて、ステラはぼろぼろと涙を零しながらも必死に耐える。

「すみません、ステラさん、でも……！」

　苦しげにつぶやきながら、カイトは腰を進める。首筋にくちづけるとぞくりと甘い痺れが走り一瞬身体の強張りがほぐれた、その隙にずぷりと彼の熱い杭が根元まで埋め込まれる。

「ステラ……」

　耳元で溜め息と共につぶやかれた名前が自分のものと思えないほどに甘く艶やかで。声だけでくらくらするほど嬉しくて、ステラは微笑んで痛みだけでない涙を零した。

「……すき、カイトさん、すき……だいすき……」

　舌足らずなつぶやきはカイトの脳を焼き、下半身に直撃する。

「っく……あまり煽ると、加減ができなく……！」

　あまり余裕なさげにつぶやくと、カイトはゆっくりと自分の杭を引き抜きだした。そして抜ききる前に勢いよく押し込んだ。

「あああぁっ!!」

　その衝撃にステラが啼く。思わず彼の頸にまわした腕に力が入る。

　抽送はゆっくりと始まり、そして徐々に速さと激しさが増していく。それはまるでカイトの逸る気持ちを表しているかのように、深く、強くステラを攻める。

「やあぁっ、んっ、はっ、んんっ、やっ、あっあっあっ！　カイ、さっ、ああっ！」

「ステラっ、ステラっ、んっ、ステラ……っ！」

　身体のナカを自分のものでないモノが何度も力強く入り込み、擦れながら出ていく、その感覚があまりにも生々しく、そしてこれほど強烈な快感を生むものかとステラは慄く。

　高みに昇る自分の身に起こっている未知の感覚が恐ろしく、それなのに溺れそうになるほど気持ち良く。

　必死でカイトにしがみつくも、突き上げてくる腰の動きに自分のペースでの呼吸がままならない。喘ぎながら、荒いカイトの呼吸とベッドが軋む音をぼんやりしたアタマで聞く。

　噛みつくようなキスが降ってくる。苦しいのに舌が絡んで淫らな音が出る。上と下とでいやらしい水音がする。もう羞恥も振り切れて、ステラは深く穿たれた杭を強く締め付けた。

「ふぁあああああ!!」

「……っ!!」

　身体の最奥がじわりと熱くなる。ステラを痛いほどに抱き締めるカイトが熱い息を吐いた。

「……本当に今、この瞬間に宿ってしまえばいいのに……」

　微かにそんな声が聞こえた気がしたが、ステラはそれが本当に聞こえた言葉かどうかも判らないまま気を失った。
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　うっすらと目を開けると、そこに大好きな笑みがあった。

「大丈夫ですか、ステラさん？」

　ゆっくりと髪を撫でてくれる感触が気持ち良い。そういえば、髪もぐちゃぐちゃになっているだろうな、と思いながら、既に抜かれているのにじんじんする足の間の感覚を照れくさく思う。

「たぶん。その、なにか挟まってるような感じはしますけど、動けないほどじゃないです、たぶん」

「すみません、無理させましたよね」

　申し訳なさそうに微笑んで、まぶたにちゅっとキスを落とされ、ついで頬にもキスされる。そんな甘い仕草にステラが一気に真っ赤になった。

　気付けば枕元に灯りが灯っていて外は真っ暗だ。

「今、何時頃なんでしょうか」

「さて、どうでしょう、まだ宵夜の鐘は鳴っていませんが。あなたを抱くのに夢中で時間なんか気にしていられませんでしたから、はっきりとは。……可愛らしかったですよ、ステラさん」

　にっこりと、それはそれは甘い笑みに、ステラは更に頬が熱くなる。

「……恐れ入ります」

　混乱のあまり、つい間抜けな答えを返したら、カイトがふき出した。

「ホントに可愛いなあ、ステラさん」

　たまらない、とつぶやかれて、ぎゅうっと抱き締められた。

　行為の最中は気付く余裕もなかったが、抱いてくれる腕は意外としっかりしていて、恥ずかしいけれど不思議と安心感が湧く。この胸に抱かれていられる幸せは、もう何ものにも代えがたい。

　……と思っていたら、ぐう～っ、とステラのおなかが鳴った。

　目を丸くしたステラは、真っ赤になって思わずカオを両手で隠す。

　せっかくこんな甘い雰囲気なのに、おなかが鳴るとか！　どんだけ食い意地が張ってると思われるんでしょうか！　さっきと違う意味で恥ずかしい！

　くすくすと笑ったカイトが言う。

「覚えてますか、ステラさん。初めて店に来てくれた時も、あなたはそうやっておなかを鳴らしてましたよね」

「忘れてください、恥ずかしいから！」

「イヤですよ、忘れません。お昼時ということもあったでしょうけど、うちのパンを見た途端、盛大におなかを鳴らしてくれて。サミーさんに大笑いされながら、だって美味しそうなんだもん！　って。ああいうの、つくった側からしたらかなり嬉しい反応ですから」

「……だって、本当に美味しそうだったから」

「ありがとうございます。それから、ほとんど毎日通ってくれて、嬉しかったですよ、本当に。そういうの、自信になりますしね。常連になってくれるほど気に入ってもらえるものがつくれているって」

「美味しいですよ。毎日食べていても飽きないくらい。カイトさんへの気持ちを置いといても、本当にカイトさんのパンは私、大好きなんです」

「嬉しいです。これからも、いっぱい食べてくださいね。僕、これからは可愛い奥さんのために腕を振るいますから」

「……き、気が早いです……っ。でも、嬉しいです」

　真っ赤なカオで、それでも嬉しくて言うと、カイトが身を起こした。なにか言い出そうとした時、外から鐘の音が聞こえてきた。

　宵夜の鐘だ。宵祭りの始まりの合図が響く。それが止まるまで聞いてから、カイトが尋ねてきた。

「起きられますか？　あなたが大丈夫なようなら、夕食を食べに行きたいところですが。さすがに僕も腹が減りました」

「あ、はい、大丈夫です」

　意外に疲れたらしい、身体が重くてつい、よっこいしょ、と起き上がる。下半身の違和感はあるが、歩けないほどではないと思う。するとカイトがちょっと躊躇ってから言った。

「もし、その、もし良ければ、これから一緒に宵祭りに行きませんか。本当はずっと誘いたかったんですけど、情けないことに勇気が出なくて」

「あ、私もです。昨日もその前も、私も言いたくて、でもカイトさんを前にしたらどうしても怖じ気づいちゃって。サミーにいつ言うのって呆れられるほどずっと言えなくて」

「一緒ですね、僕たち。二人で怖がって」

　カイトはふふっと笑った。

「じゃあ、これから一緒に宵祭りに行きましょう。二人で、手を繋いで、お揃いのフィタをつけて。あ、僕、フィタはいただけますか？」

「あ、もちろんです！　ちゃんと用意してあります」

　服の傍に置いてあった鞄から、二本のフィタを取り出す。こげ茶色と白の糸で編んだそれは、判りやすくカイトの髪の色のこげ茶とコック服の白だ。その色の組み合わせにカイトが笑う。

「それ、僕の色ですね」

「はい、この色以外思いつきませんでした」

　カイトの左手首にフィタを結ぶと、カイトがステラの右手首にも巻いてくれた。

「僕の髪の色が、一番美味しそうなパンの焼き色だって言ってくれたことがありましたよね」

「ああ、はい。すっごく笑われましたけど」

「うん、おもしろかったのもあるんだけど、ステラさんがどんだけパンが好きなんだろうって思って」

「……食い意地が張っててすみません……」

「いえいえ、むしろ喜んで、です。それでこそパン屋の嫁さんって感じでいいなって思いますよ」

　ぷしゅう、とカオを火照らせてステラがうつむく。どんだけ甘いコト言うつもりだ、このヒトは。

「……カイトさん、いきなりいろいろ言動が恥ずかしいです」

「ずっと我慢してきましたもので、ちょっと箍が外れているのは自覚してます」

　悪びれもせず笑って認めたカイトは、結ばれたフィタにくちづけた。

「次にこれが外される時は結婚式ですね。できるだけ早く結婚しましょう」

　フィタを結んでもらった時に言うお約束の言葉を告げられて、ステラの頬が更に赤くなる。……どこまでヒトを照れさせたら気が済むのだろうか。

　赤くなったステラの頬に軽くくちづけてから、カイトがふと言う。

「ステラさんって、化粧品とか香りのついたやつ使っていませんよね。ずっとこうやって一緒にいると香りって移りますから、食料を扱う店としては、そういうのはすごくありがたいですよ」

「え、あ、そっか。それは良かったです」

「あなたの匂いが移るくらい仲の良い恋人同士だと他の人に知られるのは構いませんけど、ていうか、それは宣伝したいくらいですけど」

「えええ、それはさすがに恥ずかしいです」

　香料は自分が好きじゃないだけだったが思わぬところで感謝された。サミーには良い香りだって武器だと言われたが、結果的にはないのが正解だったわけだ。

　恥ずかしそうだが同時に嬉しそうなステラに満足したのか、カイトは楽しげに笑ってから、ベッドを下りた。

「じゃあ、身づくろいしたら出かけましょうか。夕食食べて、屋台をひやかして。ああ、花を買わせてくださいね。あなたに捧げる告白の花を。そのあと、ちゃんと寮までお送りしますから」

　改めて男性からの告白の花をもらえるのは嬉しいけれど、そのあと寮まで送ると言われてちょっと寂しくなってしまった。

　祭りは楽しいだろうが、きっと、もっと一緒にいたいと思ってしまう。想いが繋がった初日から贅沢な願いだろうか、と思っていたら、カイトが続けた。

「それがプラン１です。紳士的な方とも言いますが」

　紳士的？　とステラは首を傾げた。

「……もうひとつは？」

「プラン２は、途中まで一緒で、違うのはあなたを寮まで送った後。明日の出勤用意の荷物をつくってから二人でここに戻ってきて、一晩を一緒に過ごしませんかと誘います。明日は二人で朝食を食べて、ここから出勤すればいい。ただし、その場合は紳士的な扱いができない可能性は高いですが」

　楽しげなカイトは、実は初めからこっちを選ぶ気しかないようだ。

　ステラは恥ずかしくも嬉しくなった。ちゃんと、カイトも離れがたいと思ってくれているのだとわかったらすごく幸せな気持ちになった。

「ええと、プラン２の方でお願いします」

「承りました。では、プラン２で。ただ、その場合、今晩はあまり寝かせてあげられないかもしれませんが、覚悟しておいてくださいね」

　言外にまだ抱き足りないと言われているのが判って気恥ずかしい。でもイヤだなんて思うわけがない。

　紳士的なんかじゃなくてもいい、好きな人ともっと一緒にいたい。

　無理だと思っていた恋が成就した今、躊躇している余裕なんてない。

　だって、今度は手を離されないよう、愛想をつかされないようがんばらないといけないから。

　身づくろいができたステラに手を差し伸べて、恋人になったカイトは微笑んだ。

「では、初めてのデートに出かけましょう。僕の可愛い星の光《ステラ》」










　それから、変わらずステラの『ポラール』通いは続いている。

　変わったのは、仕事を終えたステラが、寮ではなく『ポラール』に帰るようになったといっていい状況になったことだ。

　閉店するとステラが売り上げ計算をして帳簿をつけ、その間にカイトが明日の下準備をする。それが終わると二人で夕食、そして共に夜を過ごすというのが最近の行動のようだ。

　カイトはステラの実家に挨拶に行き、嫁き遅れの娘をもらってくれてありがとうと喜ばれて苦笑した。ステラの実家でつくっている小麦はとても質が良く、その小麦を低価格で直接提供してくれることになって、更に美味しくなるパンを少し安くつくれるようになったことを、誰よりステラが喜んだ。

　蓋を開ければカイトはステラをものすごく甘やかしてくれる。

　出勤する時はまだしも、帰ってきた時にお客さんがいても平気でおかえりとキスをする。それも頬ではなく唇にだから、ステラが照れてしまう。

　それでもカイトが堂々としているからか、ドーソンなどは結婚式が決まったら呼べよー、などと事あるごとにからかっていて、温かい目で見てもらえているのはありがたいところだ。

　ちなみに、ステラはやっぱり結婚しても役場は辞めない方向だ。

　寮とあまり変わらない距離に嫁に行くと発覚してから、よくそんな近いところに決めてくれたと上役に喜ばれ、カイトを拝むほど感謝していた。どんだけ辞めてほしくないんだろうかとちょっと引く気分のステラである。

　サミーはめちゃくちゃ喜んでくれて、何度もおめでとうとお祝いされ、結婚式には絶対呼べと何度も念を押された。

　下着まで買っておいて良かった？　と訊かれて真っ赤になりながらもうなずいたら、ニヤニヤ笑いながら良かったじゃん、とからかわれた。さすがにソコをツッコまれたのは恥ずかしかったが、それでもこんなに一緒になって喜んでくれたことをステラは本当に嬉しく思う。そして彼女には感謝してもしきれない。祭りの前のあの時、サミーが発破をかけてくれたからこその幸せだ。

　それから毎年恒例の砦の会計処理の件だが、やっぱり今年もステラが呼ばれた。そしてやっぱりレイクウッドがいた。

　かのお坊ちゃまは砦の会計担当者のステラに対する丁重な態度に驚き、ようやく聞かされていた優秀な会計係がステラなのだと察するとあからさまに不満そうだった。

　財務関係の最高責任者である副団長に気に入られていることを知らず、ステラを露骨に揶揄し、自分の方が優秀だというアピールをしていたが、いざ実際に始めてみたらステラのやり方にまるでついていけず、結局恥を晒しただけだった。

　おまけにステラをバカにし、手を踏んで怪我をさせそうになったことを、副団長が自身の剣の師匠筋という引退した元中隊長から昨夜酒の肴がてら聞いたらしい。口ばっかりの上に女性に優しくできない男は要らんと手厳しい評価を受け、失意のうちに王都に戻ったらしいことをステラはあとから聞いたが、まあ正直どうでもいいコトだ。










　そして、ステラはもうすぐカイトと結婚する。

　大抵は親族への挨拶から始まって結婚衣装や新居の選定、家具の用意など、結婚まで半年くらいはかかるものだが、付き合い始めてほんの三ヵ月ほどで結婚式を行うことになった。

　元々ステラの荷物はたいした量はなく、それをカイトの店に持ち込むくらいで新たに用意するものもそれほどあるわけではなかったから、時間をかける必要もない。だが、理由はそれだけではなくて……。

「ううう……キモチ悪い～……」

「横にならなくていいですか？　ああもう、可哀想に、僕が代われたらいいのに」

　つわりで呻くステラの背中を心配げに擦るカイトが表情を曇らせる。

「ダメです、それじゃカイトさんがパンをつくれなくなっちゃう……。あ～、気持ち悪くてカイトさんのパンが食べられないのがものすごくツラい……。うう、もういっそ、あとで吐いてもいいから食べようかな……」

　途端に苦笑するカイトがステラのおなかを触った。

「ホントにもう、あなたは本当に僕のパンが好きだな。間違いなくおなかの子もパン好きになりますよ」

「それは当たり前です。私から産まれるのに、カイトさんのパンを嫌いな子になるわけがありません」

　その時ばかりは笑ったステラに向けカイトが愛しげに甘い笑みを浮かべてキスを落とした。










　付き合い始めて三ヵ月。そしてステラが身籠もって三ヵ月。

　果たして初めてのあの夜に本当に結実したのかどうかは判らない。

　それでも判った時に、なんの躊躇いもなく笑顔で嬉しいですと言ってくれた恋人を、ステラは誰よりも信頼し、愛している。

　一生懸命恋した相手に愛してもらい、そして妻として彼を愛することができる幸せを得たステラは、もう野暮ったい小娘ではない。

　優秀すぎて高嶺の花と言われ、男性が近づけなかった才媛を射止めたのは、誠実な街のパン屋で、それを知った大きな商家の男たちが実は何人も悔しがったなんてことは、彼女が知ることはないし、知らなくていい話だ。

　子供が産まれるまであと数か月、愛する夫に守られて、星の光の名を持つ彼女はやっと自分が安心して輝ける場所を手に入れた。
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